
（別紙4）　　平成　2才　年度
1自己評価及び外部評価結果

【暮巣所概要 （事業所肥大）】

事業所番号 44 72800 750

法人名 社会福祉法人 豊後大野市社会福祉協雑会

事業所名 グループホームふれんど

所在地 大分県豊後大野市緒方町馬背畑1875番地

自己絆価作成日 平成28年9月10 日 騨価結果市町村受理日平成的年12月14日

評価機関名 特定非営利活動法人第三者評価機構

所在地 大分市大手羽屋21番1の2 12

静間調査日 平成23年10月2 1日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点く草葉所記入）】

静かな森林の中で散歩を楽しんだりいデイサービスに来る人たちと交流を持ったり、のんびりと
ゆっくり楽しく生活できるように支援しています。　 また自己選択を尊重し、家事や行事に参加で
きるように色々なメニューを考えケアしています。
敷地内の鰍 こは季節の野菜を一鰍 こ植え、収穫した野菜は料理に使って入居者と職員が同じ

食卓を囲み食事を楽しんでいます。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点く評価機関記入）】

静かで自然豊かな環境に位置しており、ホームの棟続きにヂィサービスが併設されています。隣
接する広場では地域の方との交流も盛んで地域の行事に参加したり、ホームに遊び●に来たりと
馴染みの関係を継続されている利用者もみられます。事業者も故知症の啓発に取り組むことで地
域貢献に役立っています。運営推進会練では、事故、ヒヤリり＼ツト事例を公表し、その対応を評
価してもらうことで、家族の安心を得ると共に、職長の意弘向上とサービスの質の向上に活かして
います。又理念の実践への管理者、職員の城実な取り組みが、利用者へのやさしさ、患いやりと
なって実を縮んでおり、利用者がここに住んで良かったと心から患えるホームづくりを目指し、
日々のケア実践に取り組んでいる姿が伺えます。

Ⅴ．サー ビスの成 果 に粥する項 目 （アウトカム項 目） ※項 目仙 1・可好で日頃の 取 り績み を自己点 検 したうえで、戚 射 こついて 自己評価 します

項　 目
　 取 り 組 み の 成 果

l 該当するものに0 印
項　 目

　 取 り 組 み の 成 果
l 該当するものに0 印

56

職 員は、利用者の思いや月凱1、暮らし方の意向

を掴んでいる
（参考項目：23－24，25）

0 1．ほぼ全ての利用　 の

椙

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求

めていることをよく聴いており、信頼関係ができ

ている
（参考項目：9，10．柑）

0 1．ほぼ全ての　　 と
2．利用者の2／3くらいの 2．家族の2 ／3くらいと

3．利用者の1／3くらいの 3．家族の1／8くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面

がある
（参考項目：略 38）

1．毎日ある

糾

通いの場やグループホームに馴染みの人や地

域の人々が紡ねて来ている
（参考項目：2，20）

1．ほぼ毎日のよっに
2．数日に1図程度為 る 2．数 日に1回程度

0 3．たまにある 0 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58
利用者 は、一人ひとりのベースで暮らしている

（参考項目：38）

1．ほぼ全ての利用者が

梢

運営推進会譲を通して、地域住民や地元の関

係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の
理解者や応撰者が増えている
（参考項目：4）

0 1．大いに　 えている
0 2．利用者の2／8 くらいが 之．少しずつ増えている

3．利用者の1／3 くらいが 3こあまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている

（参考項目：3悶 7）

1．ほぼ全ての利用者が

㈹
職長は、活き活きと働けている
（参考項 目：11，12）

0 1．ほぼ全ての職員が
0 2．利用者の2 ／8 くらいが 2．職員の2／3 くらいが

3．利用者の1伯 くらいが 3．職員の1伯 くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい

る
（参考項 目：49）

1．ほぼ全ての利用者が

87

職且から見て、利用者 はサービスにおおむね満

足していると患う

1．ほぼ全ての利用者が
0 2．利用　 の2 ／3 くらいが 0 2．利用　 の2伯 くらいが

3．利用者の1／3 くらいが 3．利用者の1／8くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な

く過ごせている
（参考項 目：30，引）

1．ほぼ全ての利用者が

68

職員から見て、利用者 の家族等はサービスにお

おむね満足していると患う

● 1．ほl　 てめ変換等が
0 2．利用者の2／3 くらいが 2．家族等の乱伯くらいが

3．利用者の1／3 くらいが 3．家族等の 1／3くらいが
4．ほとんどいない 4、ほとんどできていない

62

利用者は、その時々の状況や婁豊に応じた柔軟

な支援により、安心して暮らせている
（参考項 目：28）

1．ほぼ全ての利用者が
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0 2．利用者の2／8 くらいが
3．利用者の1／3くらいが
4．ほとんどいない
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自 己 評 価 お よび外 部 評 価 結 果　　　　　　　　　　　　　　 〔セル内の改行 は、（A峡 －）＋（Enterキー）です。〕

自
己

外
部

項 目　　　　　　　 孟宗芸芸 外部評価

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ．理念！二基づく運営

1 （1）0 理念の共有と実践 「利病者一人一人の普通の生準や権利を

守ります」「人が見ている時も見ていない時
もいうも変わらない対応」を基本理念とし、
日々和用者と関わる際は理念を意識して取
り組むよう努めている。

「基本理剣 はr運営方針Jと共に玄関に姑ら

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理

念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有し

て実線 こつなげている

れ、家族や来訪者の目に触れる場所に掲示
されています。職員は出勤時やミ⊥テイング
で必ず自尊通すことで、理念について共有を
園り、尊厳のあるサービスの支援に錆びう
けています。

2 （2）0 草葉所と地域とのつきあい ‘

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一畠として日常的に交
流している

地域密着型サービスの意義を理解し地域交
流に積極的に取り組む姿勢がうかがえま
す。地域中行事に利用者と共に参加したり、
隣接する広場で地域の方と一緒にゲヰ ポ

ールを行きなど利用者と地域の人々との繋
がりのある生活を大切に支援してし．、ます。

地域や行われる祭りや収穫祭等の行事に
参加し、地域住民と交流を深めている。地
域ボランテフイアの受入れや畢生による職
場体験学習の受入れ等を乗鱒している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業碑ま、衰残を通じて積み上げている観知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

人材育成の貢献として実習生の受け入れも

積極申に行っている。

4 （3）○運営推進会諸を活かした取り組み

運営推進会誌では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合

いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

運営権進会議で出された疑闘・質問があれ
運営推進会諸は、2ケ月に1回、自治会長、

民生委員ヰ市役所、利用者、家族代表、職

運営推進会蟻はホームで開催されて

おり、入所者、職員の参加もあり意見
交換もされていますが、実情報告やば次由の創 動＝説明を行い、参加メン／ト 島の構成や開催されています。事業所の実 話し合いとは別に、幅広い諸藩の中

からせービス向上につながる意見をいただ 情報告とサービスの状況について申報草や からテーマを決めて意見を出してもら

いている。 意見交換を行い、サービスの質の向上に繋
げています。

うなど、会談中活性化を目指すことで

更なる効果を挙げることを期待しま
す。

5 く4）0 市郎村との連携
施設等の韓問題を協誇しながら改善に取り

運営状況の報告、相軌等市の方へ訪聞し指
市町料担当者と日頃から連絡を密に取り、事業 串を仰いでいます．運営推進会議では市か
所の夷情やケアサービスの取り組みを積極的に 組んセいる。運営推進会諸では現状報告を ら提案を頂いたり、生活保護の助言を頂く等
伝えな鱒ら、協力関係を築くよ引＝取り組んでい

る

したり、生活保護等の助音を待ている。 会議の場を利用して連携をとっていることが
伺えます。

6 くら）0 身体拘束をしないケアの実践 事業所での研修を行い見守り申ケアを重視

し、声をかけたり一緒について行くなどして
抑制しないようにしている。感染症等の時
は主治医の指示に従って支援している。本
人・豪族にも説明し、了解を得ている。

年1回研修を行うことで、職員は身体拘束の

代表者および全ての職員がr介指定基準におけ

る禁止の対象となる具体的な帝為」を正しく理解
しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

弊害を理解し、ミーティングでも職員間で注

意しあうことで再認識をしています。事業所
内では職員が常に寄り添い、傾敵 手努めて
おり、玄鰍ま開銀し、拘束の鋼臥 ケヽアに取り
組んでい卓す。

7 ○虐待の防止の徹底

管理考や職員は、高齢者虐待蛎止関連法につい

て学ぶ機会を持ち、利用者の串宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防ヰに努めている

全体会誌や内部研修の中で嘩待防止関連

について学ぶ機会を持ち、注意を払い取り
組んでいくようにしている。

1ページ GHふれんど



自
己

外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や陥員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会草持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを．活用できるよ
う支援している

権利擁護に関する理解を深め、正しい知鼓

のもと支援できるように努めている。

9 ○契鱒こ関する鋭明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家蜂等の不安や疑問点を尋ね、十分な鋭明を
行い理解1納得を囲っている

利用者・家族の不安や疑問点を聴き、事業

所のケアに関する考え方や取り組み、退居
を含めた事業所の対応可能な範囲につい
て説明を行っている。

10 （6）○運営に関する利用者、家族等意見の反映 年1由の家族会や施設行事を計画し、交流

を図りながら、意見・要望を聞く機会を設け
ている。また、面会時にも何かあれば開くよ
うにして職員間で情報を共有し意見を反映
できネようにしている。

年2回、家族アンケートを取る、年鱒回r家

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な

らびに外部者へ表せる機会を殴け、それらを運
営に反映させている

族会」や「食事会」を聞き家族とのコミュニケ
－シヨンを取り、意見、要望等情報め把握に

努めています．又運営推進会議で曙、家族
の意見、筆望表出の機会ととらえ運営に反
映するよう活用をしています。

11 （7）0 運華に関する職員意見の反映 施設申状況に応じ管理者・職畠の意見を聞

き、嘩誌を行いながら入居者 職員にとって
より封，l環境を整えていけるよう反映させて
いる。

業務中や会議の際に職員からの療案や意

代表者や管理者は、運営に関する磯貝の意見や 兄を取り上げ、出来ることから取り組んでい
提案を聞く機会を設け、反映させている ます。管理者も随員とのコミュニケナシヨン

の大事さ葱痛感しており、辞しやすい雰囲気
伸りに注力しています。

12 ○就革環境の整備

代表者は、管理者や磯貝個々ゐ努力や実績、勤 運営奴況に関しては、毎月手套報告を行い

務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい 会議録等で現状報告を行い把握してもらっ
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整鰍 こ努めている ．・

ている。

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人かとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくこと
を進めている

年間研修計画を立てて職員のスキルアップ

に役立てている。

14 ○同業者との交流を通じた向ヰ

代表者は、管理者や磯貝が同棄者と交流する機 研修等で知り合ったグループホームへ連絡
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問 をとり、交流する機会を作り始めたところで
等の轟動を通じて、サービスの質を向上させてい

く取り鱒みをしている
す。
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自

己

外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況　　　 王 次のステップに向けて期待したい内容

汀宅 ト信砧 に向けト関係づくりと首揺

15 ○初期に築く本人との借頼関係 1

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人

の安心を確保するための関係づくりに努めている

事前に自宅を妨間し生活状態を把擬し、

ホームでの生活をみていただき、施設での
生活を安心していただけるよう努めていま
す。

16 ○初鱒 二築く家族等との信頼関係

サービネを導入する段階で、家族等が困っている

こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

家族が置かれている状況や、サービスの利

用状軍、思いをゆっくり聞き、どんな対応が

できるか話し合っている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等がrそ

の時」事ず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

本人及び家族が求めているもめを理解し、

入所判定会陸で話し合いながら入所や他

のサ⊥ビスも含め話し合っている。

18 ○本木と共に過ごし支えあう関原

職員は、本人を介護される一万の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いている

掃除や調理等、少しでもでき奇人には手

伝っモ頂き、、その都度感謝の青葉がけを

行い、自分も人の役に立っていることを実
感できるよう援助している。

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本木と家族の絆を大切にしながら、共に本人

を支えていく関係を築いている

利用者の日々の様子や状態などを常に家

族に伝えることによって、職員と家族が一緒

に本人を支えていく関係を築いている。
（遺嘩介恥 外出行事）
毎年9月に家族会を開催します。

20 （8）○馴染みの人や場との関係継帝の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

馴染みの友人・知人の方々とめゲートボー

ルやサロンへ出向いたり、誘うていただい
たり燻 流の継続を支援している。また、電
話連絡を取りもったり行きつけの美容院が

利用できるよう昔からの付き合いを大切に
し支壊している．

地域から¢要望で作られたホームセあるた

め、地域での認識度は高くディサービスに放

れた友人、知人が積極的に訪ねて寒ます．
馴染みの木々とのゲートボールや筆容院に
行ったり、家の近くまでドライブに行く、「ふれ

あいサロシ」に参加する等、馴染みの関係
が継続で車るよう支援しています。．■

21 ○利用軍同士の関係の支援 ＝

利用者同士の関係を把握し、十人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよう

な支歯 こ努めている

声かけをして、一人ひとり孤独にならない様

皆が仲良く過ごせるように職員が調整役に

なり、支援を行っている。

22 ○関係を断ち切らない取組み 1

サービス利用（契約）が終了しそも、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に蒔じて本人・家族

の経過をフォローし、相鉄や支援に努めている

必要に応じて家族と連絡を取り合い、退去

後の状況や相談等を随時受け付けて、

サービス終了後も関係継続を囲っていま

す。
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自
己

外
部

その

項　 目
自己評価 ■外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

lt 人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメ ト

23 （9）○思いや意向の把握
日々の係わりや、会話の中から思いを汲み

利用者、家族との話し合いや、アンケートの
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把 実施を通して一人ひとりの思いや専向の把
塩に顔めている。困難な場合は、本人本位に検 取り、＿自分から意思表示できない人につい 握に努めています。又把握が困難凝場合

討している ては表情やしぐさで思いを捉えケアに活か
している。

は、日々の行動や表情から汲み取り、本人

の視点に掌って検討し、職員間で情報を共
有しケア申実践に反映させています。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みめ暮らし方、生活
生活鹿を本人や家族、関係者から聞いた

環境、これまでのサービス利用の経過等の把握 内容を職員が随時記入できるようにしてい
に努めている る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
毎日健康チェックを行い、心身の状態の把

力等の現状の把握に努めている 握を行っている。現在出来ることを大切にし

て、継続していけるように支援している。

26 （10）○チームでつくる介護計画とモ羊タリング
磯貝十人ひとりが、日頃の係わりの中で、
思いや意見を聞いたことなどをまとめ、月1‾
回戦貝全島でモニタリングをして介護計画
の見直しに活かしている．

月1回全癒員でモニタリングを行いケテプラ
本人がより良く暮らすための課鹿とケアのあり方 ンの見直しを行っ七います。利用者の状態
について、本人、家族、必要な鹿係者と話し合 に合わせ七、随時家族と連絡を取り合いつ
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状 つ、日頃ゐ生活状況を見ながら柔軟なケア
に即した介護計画を作成している プラン作成、実施を行っています。．－

27 0 個別の記録と実践への反阻 ■

日々¢様子やケアの実掛 結集、気づきゃ工夫を
個別記毒引二記入し、職員間で確報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

食軒 排泄等身体状況及び、白々の暮らし

の様子等をノートやケース記録に記入し、
職員学良での毎月のモニタリングで、介護
計画の見直しに活かしている。

28 〇一人ひとりを支えるための草葉所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ

に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

本人申状態や家族の意向に密慮し受診等

の支鱒は柔軟に対応し、色々なケースに個
別に対応し一手いい方法を選～で支援して
います。
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項　 目
自己評価 ■外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
出身地サロンとの交流をしている。又、地元

し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな 消防団との避難訓練の実施を調整中であ
暮らしを楽しむことができるよう支援している る。

30 （11）0 かかりつけ医の受診支援
本人億 族が希望する医療機鰍 こ受診して

いる。＿′通院は基本的には家族対応である
が、不可能な場合は職員が対応し、契約時
にその旨鋭明している。

利用者・療族の馴染みの医療機関人の定期
受診は、本人及び家族等の希肇を大切にし、納 的な通院や受診が行なわれています。家族

得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築 同行を基本とし、診療時の検診結集の報告
きながら、適切な医療を受けられるように支援し を受けており、家族との共有と相互の協力
ている 的な関係作りに取り組んでいます。二

31 〇着頭職との協働 避難軸鰊（毎月）が行なわれ、備蓄も確保さ
介護臆は、日常の関わりの中やとらえた情報や れており、安全な非難の支援に努めていま
気づきを、職場内の看護職や醜聞看護師等に伝 す。療間時の地域の協力休鹿作りに向け
えて相辞し、個々の利用者が轟切な受診や看護 て、消防団との連携、地域佳良の参加に取
を受け＿られるように支援していろ り組んでいます。

32 〇人喝臨時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう 入院時には、既往歴や日常生潜の様子他

に、又、できるだけ早期に退院摩きるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある

情報極供を行う。また、速やかな治療及び

早期に退院できるよう適宜カンファレンスを
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくり者行っている。

担当軒 看練師・家族と話合いをしている。

33 （12）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早

看取りに関してあらゆる状態奉考え、職員
間で現在協誇中。

看取り支援については、全戦員で瞳圭に協
r今を大切に隼きる延長として看取

り」について、現在の施設状況と可能
い段鹿から本人・家族等と話し合いを行い、事業 誌中です。應設における入退所に当たって な支援や、終末期における協力医療
所でて藷ることを十分に説明しながら方針を共有 の留意事項・緊急時等における対応法等 機関との連携の在り方、職員相互の
し、地蟻の関係者と共にチームセ支援に取り組ん は、運営規定に記されており、入所時に配 チームワークへの意思確認など、全
でいる‾‾ 明が行われています。 塙員で協議を重ね、周知の徹底に努

めることに期綽します。

34 ○急変や事故発生時の備え ‾r

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職 急変時対応について、マニュアルを整備し
島は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行 ている。救急法の講習を受け、職員が参加
い、実践力を身に付けている するようにしている。

35 （13）0 災害対策
火災や地薫、水音等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

マニ土アルを作成し、入居者と共に避難馴
避難訓練（毎月）が行なわれ、備蓄も確保さ
れており、崇全な避難の支援に努めていま

非常災害時への対応策について、全

職員で検討されています。より迅速で
練を行っている。夜間避難訓練を、地元消 す。夜間晴の地域の協力体制作りた向け 安全に配慮した災書対策への取り組

防団 現々在協議中。 て、消防画との連携、地域住民の参加に取

り組んでいます。
みについて、」展の協最と実地訓続
に期待が持たれます。
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項　 目
自己評価 ■．外部評価

一　　　　 美践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

† 人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 く14）〇一人ひとりの尊重とプライバシーの確保 事業所内の研修により職員の意思向上を 個人情報における利用者の尊厳やいては、
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー 図ると共に、他の人に聞かれたくない様な 研鰍 こおいて全輪見聞での共有が図られて
を損ねない嘗菓かけや対応をしている 事を声かけする際には、帆即こ応じて個別

に声かけを行ったり、周囲に気付かれない
ような対応等を行うように心掛けている。

います。由常の介鼓では、折々の状況にお

いて、一木ひとりの気持ちに添える声かけに
取り組んやいます。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけモいる

利用車の許をよく臥 、て、本木の思いや希
望に近い形になるよう対応している。

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している

一人ひとりの体調に配慮しながらその日、
その時の本人の気持ちを尊重して出来るだ
け侶即性のある支援を行っている。日常的
には琴庭で過ごすようにゆっくりしたり、時
には町内のデイサービスや保育園と交流し
ている．

39 0 身だしなみやおしゃれの支操

その人らしい身だしなみやおしせれができるように
支援している

パジヰマと日常着は区別し、外出や行事の
際も、その時に合わせた服装やおしゃれを
していただけるよう支援している。

40 （15）○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう七一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

職員と利用者が同じテーブルを囲んで食事
が一緒に出来るように雰閻気摩りも大切に
している。片付けやおやつ作りなどを利用

利用者と兵に食卓に付き、会許の如 、ら噂　－　 るなど 献立作りにも 映し

好の把握に努め ふ 、 l ■† 反

ています。享た、菜園の収穫野菜やおすそ
分け作物車提供されており、楽しみの雰囲気
づくりの配慮にも取り組んでいますや

者と十掛こできるように声かけをしながら支
援しセいる。

41 ○栄華板取や水分確保の支援‘■．－

食べや量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

体調や状態に合わせ食べやすい様にし、

毎日摂取量や体調を記録するようにしてい
る。体調不良で十分な食事が摂取できてい
ない方には、主治医と相款の上高カロリー
補食串を出してもらっている。。・

42 ○口嘩内の清潔保持

ロの中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の加こ応じた口腔ケ

アをしている

職員がケアの必要性について鐘解できるよ

うにしている。食後の歯磨きの声かけを行
い、鱒力に応じて職員が見守りなどの介助
を行やている。
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項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

43 ○排準の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を滴らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排鱒や排泄の自立にむけた支援を行ってい
る

排泄チェック票を使用し、尿意のない利用
者にも時間を見計らって誘導することによ
り、トイレで排泄できるよう支援している。。

一人ひとり・の排泄パターンの把握く趣泄

チェック表）やトイレサイン（本人の行動やし
ぐさ等）の革付き中で、個々の利用者に応じ
た声かけl；官意しながら、負担を与えない介
護く誘導等）に全職員で取り組んでIlます。

44 0 便鱒の予防と対応
便秘由原由や及ぼす影響を理廃し、飲食物のエ 食材の工夫や運動を働きかけることで自然
夫や連動への働きかけ等、個々に応じた予防に な排便が出来るように取り組んでいるが、
取り組んでいる 必要に応じ薬を使用している。

45 （17）○入浴を楽しむことができる支嘩
本人め体調に気をつけて入浴をしている。

利用者の心身状況を配慮する中で、安全面
一人びとりの希望やタイミングに合わせて入浴を に官意しながら、個々の思いに応じた支援

楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決 湯船たっかり、会話をしながらゆっくりとくつ が行なわれています。入浴剤の使用など、
めてしまわずに、個々にそった支援をしている ろげ岳入浴ができるよう努めや 、る。 安らぐ雰由気を楽しめる入浴にも由り組んで

います。

46 0 安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその疇々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

なるべく日中の活動を促し、生活リズムを
整えるよう努めている。また、ゆっくりしたい
とき峰部屋で休んでもらったり本人の体調
や状鱒に合わせ支援しているや・

47 ○服薬支援 服薬管理ファイルの作成や処声葦を利用
一人彿とりが使用している薬の目的や副作用、用 者ごとにケースに整理し、職唇が内容を把

法や廟量について理解しており、服薬の支援と症 握している。薬の処方や要領が変化された

状の変化の確認に努めている り、本人の状態変化が見られる時はいつも
よりも詳細な記録をとるようにし、看護職員
や協力医療機関との連携を図れるようにし
ている＿

48 ○役割、薬しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、噂好晶、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

食事も「緒に野菜の切込み、片付けなどで

きる革を依頼し、感謝の言葉を伝えている。
干し柿作りやおやつ作り等利用者の経験や
知恵を発揮する場面を作っている。

49 （18）○日常的な外出支援
天気1‾本人の気分や希望に応じて季節を肌

で感じてもらい心身の活性に繋がるように
散乱 ドライブに出かけている．地域の行事
参加等を利用者と相談しながら行なってい
る。

生活パタ十ンを考慮しながら、個々の利用
一人びとりのその日の希望にそって、戸外に出か 者の思いに添った散歩や外出支援く買掛
けられるよう支援に努めているふ又、普段は行け サロン・花鳥・ドライブ等）などが行なわれて
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族 います。東分転換と健康増進に向けて積極
や地感の人々と協力しながら由かけられるように

支援し吏いる
的な支援に取り組んでいる様子が伺えま
す。
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項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

50 ○お鱒の所持や使うことの支現
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し 本人ゐ安心や満足に向けて小色でもお金

ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を を掃うていただけるように家族と相談しなが
所持したり使えるように支援し辛いる ら支嘩している。

51 ○電革や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが車話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

贈り軸 唱 いた時は、本人自らが電話や手

紙でお礼するように支援している。

52 （1g）○居中地のよい共用空間づくり1■■

共用の空間（玄関、廊下、居軋 台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくよ予な刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな

いように配慮し、生活感や季節革を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

季節¢行事に伴う飾り付けや確を飾った

り、手作りカレンダーを作り季節感を取り入
れたり工夫しています。

居間の壁面には、職員と利用者の葬同作品
や暮らしぶりの写真が飾られるなど、四季の
趣きや地域の生活を愛しむ配慮が伺えま
す。玄関鳩のベンチの活用など、裏らし易さ
の環境作りに努めています。

53 0 共用空間における一人ひとりの居場所づくり 季節に応じてホールには、椅享やソファー、

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った制 畳、こたつ等を置いて落ち着いてくつろげる
用香南士で思い思いに過ごせるような居場所の 空間を作っている。玄関にベンチを置き、－

工夫をしている 人でほっとできる居場所作りにも努めてい
る。

54 （20）0 居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせ尋ような工夫をして
いる く

アルバムや使い慣れた日用品が居室に持

ち込めるように配慮している。仏壇を持って
こら杓ている方もいてその人が安心できる
ようにしている。

利用者や奉族の思いを組み込ん軸 用品

等の配置め様子から、心地よく安心して過ご
せる居室づくりに取り組む姿勢が伺えます。
生活暦を把握する中で、安全に配慮しなが
ら、利用者畢いに添える介掛こ努めていま
す。

55 〇一本ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりが できることJrわかるこ 居室J・浴室小イレ廊下などに入居者の身
と」を藩かして、安全かつできる料ナ自立した生活 体状魂に合わせて、手すりを設置してい

が送巫るように工夫している る。

′
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